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54年 

町 の 人 口 

人 ~ ~ 9.415 人 （減17) 

男 4.506 人 （減6) 

女 4.909 人 （減11) 

世帯数 2.980世帯（減5) 

出生 6人 転入 25人 

死亡 8人 転出 40人 

(54年6月末日現在） 

( ）内は前月との増減 

（「あかいけ小唄」を踊る父母の会連合会のみなさん） 

“ふるさと音頭 ,, 

「あかいけ小唄」をみんなで．ク 
かねて赤池町郷土芸能保存会（会長皆川正信）では、ふるさと音頭「あかいけ小唄」の 

復活運動を進めてきましたが、町長の深いご理解によって、今後町制40周年を記念してシ 

ンガーレコード社よりレコード発表をみることができました。 

このふるさと音頭「あかいけ小唄」は、寿藤智寿先生にふリつけを戴きましたので、今 

年は是非町内各地での盆踊り、小中学校の運動会で、この踊りをみんなで踊って戴きたい 

と願っております。 
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集中豪雨で床上浸水となった本町通り 

被害続出ノノ
 

.
 

1'630豪雨，, 
L 

=269戸力沫上浸水 メートルの水＝ 5 ．
ノ
 ー

 

【
キ
裂
が
入
リ
通
行
止
め
と
な
っ
た
道
路
・
猿
田
】
 

床上浸水家屋と水没した乗用車・本町 

去
る
六
月
三
十
日
未
明
よ
り
激
し
い
 

雨
。
こ
の
豪
雨
に
よ
り
英
彦
山
の
水
が
 

逆
流
し
、
本
町
、
昭
和
町
、
貴
船
、
大
 

和
町
の
地
域
は
あ
っ
と
い
う
間
に
水
か
 

さ
が
約
一
H
に
も
な
り
、
一
時
は
一
・
 

五
H
と
大
人
の
胸
あ
た
り
ま
で
な
る
水
 

で
二
百
六
十
九
戸
が
床
上
浸
水
し
ま
し
 

た。 
役
場
で
は
早
速
、
町
水
害
対
策
本
部
 

を
設
置
し
、
町
消
防
団
な
ど
が
揚
水
ポ
 

ン
プ
三
台
を
使
い
排
水
し
た
が
、
高
台
 

、

J

 

町
は
災
生
穀
助
法
が
適
用
さ
れ
る
な
ど
、
 

こ
れ
ま
で
に
な
い
水
魔
に
住
民
は
震
え
 

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
 

町
水
害
対
策
本
部
は
七
月
一
日
も
消
 

毒
、
ゴ
ミ
処
理
、
炊
き
出
し
な
ど
で
て
 

ん
て
こ
舞
い
の
忙
し
さ
で
し
た
が
、
水
 

の
引
い
た
あ
と
は
、
道
路
や
家
の
中
は
 

泥
だ
ら
け
で
手
の
つ
け
よ
う
も
な
く
、
 

掃
除
を
始
め
た
各
家
庭
で
は
、
タ
タ
ミ
、 

ふ
す
ま
、
家
財
道
具
、
テ
レ
ビ
な
ど
が
 

泥
ま
み
れ
で
、
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
無
 

I 

i 

か
ら
流
れ
て
く
る
水
に
追
つ
か
な
か
っ
 

た
ゅ
 、

被
災
世
帯
は
家
財
道
具
を
持
ち
出
す
 

こ
と
も
出
来
ず
、
着
の
み
着
の
ま
ま
の
 

姿
で
ゴ
ム
ボ
ー
ト
で
町
民
会
館
や
お
寺
 

な
ど
に
避
難
し
た
。
放
置
さ
れ
た
ま
ま
 

の
乗
用
車
は
屋
根
ま
で
水
が
つ
か
っ
て
 

【
被
害
の
あ
っ
た
家
屋
】
 

【
災
害
状
況
】
 

区 分 被 害 区 分 被 害 

全 壊 
2世帯 
8 人 

田
 

流失・埋没 liha 

冠 水 192ha 

半 壊 
3世帯 
5 人 畑

 

流失・埋没 0ha 

冠 水 8ha 

一 部 破 損 
55世帯 

125 人 
道 路 30力所 

水 道 7カ所 
床 上 浸 水 

269世帯 
890 人 崖 く ず れ 55カ所 

り 災世帯数 388世帯 
床 下 浸 水 

59世帯 
203 人 り 災 者 数 L231人 

残
さ
で
し
た
。
 

今
後
の
復
旧
作
業
は
九
月
ま
で
続
く
 

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

被
害
に
あ
わ
れ
た
皆
様
に
は
、
水
害
 

御
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
。
 

水
害
御
見
舞
金
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

ー
順
位
は
寄
付
月
日
順
ー
 

内
閣
官
房
長
官
 

▼
田
中
 
六
助
（
十
万
円
）
 

県
議
会
議
員
 

▼
丹
村
 
法
文
（
一
万
円
）
 

▼
日
本
消
防
協
会
（
十
万
円
）
 

▼
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
六
十
万
円
）
 

▼
金
 
光
 
教
（
三
万
円
）
 

衆
議
院
議
貝
 

▼
中
西
 
績
介
（
一
万
円
）
 

県
譲
会
議
員
 

▼
中
村
 
邦
臣
（
一
万
円
）
 

ー

ノ

 

【
被
害
の
あ
っ
た
家
屋
】
 

無
残
な
姿
を
さ
ら
し
て
い
ま
し
た
。
 

又
、
役
場
前
の
提
防
が
崩
れ
る
恐
れ
 

が
出
た
た
め
消
防
団
が
出
動
し
、
シ
ー
 

ト
カ
バ
ー
や
土
の
う
を
積
む
な
ど
の
補
 

強
工
事
を
し
た
。
そ
の
ほ
か
各
地
域
で
 

崖
く
ず
れ
な
ど
に
よ
り
家
屋
の
全
壊
（
 

二
戸
）
、
半
壊
（
三
戸
）
、
道
路
の
決
 

壊
、
田
畑
の
冠
水
な
ど
、
今
ま
で
に
な
 

い
大
き
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。
 

雨
量
は
、
こ
の
三
十
日
だ
け
で
二
百
 

二
十
一
・
五
ミ
リ
が
集
中
的
に
降
り
、
本
 

【
水
か
さ
の
増
し
た
彦
山
川
】
 

ー

ノ

／

 

☆ 
和
名
 
葉
月
（
は
づ
き
）
 

木
の
葉
が
そ
ろ
そ
ろ
落
ち
る
故
に
葉
 

落
月
を
略
し
て
葉
月
と
い
う
。
 

1
日
（
水
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
戸
タ
m

) 

第
一
次
世
界
大
戦
始
る
（
大
3
) 

水
の
日
 

2
日
（
木
）
 

土
用
の
丑
 

3
日
（
金
）
 

学
制
発
布
記
念
日
 

6
日
（
月
）
広
島
原
爆
記
念
日
 

7
日
（
火
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
声
タ
m
) 

七
タ
ま
つ
り
・
鼻
の
日
 

8
日
（
水
）
 

立
秋
 

9
日
（
木
）
 

長
崎
原
爆
記
念
日
 

10 

日
（
金
）
 

28272216 15 

タ
ク
シ
ー
の
始
ま
り
（
大
1
) 

日
（
水
）
 

終
戦
記
念
日
 

月
お
く
れ
盆
 

日
（
木
）
京
都
大
文
字
焼
き
 

日
（
水
）
 

処
暑
 

日
（
月
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
確
ン
タ
m
) 

日
（
火
）
 

民
間
初
の
日
本
テ
レ
ビ
放
 

送
開
始
（
昭
 28
 

〕 

31 

日
（
金
）
 

夏
休
み
終
了
 

▼
上
手
の
ウ
ソ
よ
り
 
下
手
な
誠
▲
 

▼
よ
く
約
束
を
す
る
人
は
 

よ
く
忘
れ
る
▲
 

田
中
官
房
長
官
郷
里
入
り
 

水
害
見
舞
い
に
 

去
る
六
月
三
十
日
の
豪
雨
に
よ
る
水
 

害
で
、
田
中
六
助
官
房
長
官
の
郷
里
（
 

当
町
）
は
大
変
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
 

が
、
そ
の
水
害
見
舞
い
と
、
七
月
十
五
 

日
に
当
町
入
り
し
、
池
永
町
長
ら
の
出
 

迎
え
を
う
け
、
こ
の
度
の
水
害
で
浸
水
 

し
た
本
町
、
昭
和
町
、
貴
船
、
大
和
町
 

な
ど
車
で
視
察
し
た
あ
と
、
赤
池
駅
前
 

で
住
民
を
前
に
「
予
想
以
上
に
激
し
い
 

水
害
で
大
変
だ
っ
た
で
し
ょ
う
」
と
励
 

ま
し
の
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
こ
れ
よ
り
 

町
内
各
地
域
を
見
廻
り
を
し
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
金
田
、
方
城
、
糸
田
の
各
 

町
と
田
川
市
へ
向
っ
た
。
 

▼
福
岡
県
消
防
協
会
（
五
万
円
）
 

▼
赤
池
町
建
設
業
組
合
（
五
十
万
円
）
 

▼
赤
池
町
議
会
議
員
一
同
（
三
十
六
万
 

円） 

敬
称
略
 

義
援
物
資
の
寄
贈
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

▼
日
本
専
売
公
社
（
塩
、
煙
草
）
 

▼
資
 

生
 
堂
（
歯
ブ
ラ
シ
、
歯
ミ
ガ
 

ギ
、
せ
っ
け
ん
セ
ッ
ト
）
 

▼
北
九
州
花
王
響
叩
販
売
脚
・
花
王
製
 

品
福
岡
販
売
脚
・
筑
後
花
王
響
叩
販
 

売
脚
・
花
王
石
け
ん
脚
（
洗
剤
）
 

▼
日
本
赤
十
字
社
（
衣
類
）
 

ー

敬

称

略

ー

 

I 
~ 
' 

I 

（赤池駅前で水害見舞を語る田中長官） 

【
 

”
 

一
 

一 

、
 

、
 

（
 

一
 

電
気
機
具
製
品
の
無
料
げ
 

一 

一
 
(
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
ノ
 

ー
水
害
家
庭
を
対
象
ー
 

こ
の
た
び
の
水
害
に
よ
り
、
各
 

家
庭
で
被
害
の
あ
っ
た
電
気
機
具
 

製
品
の
修
理
を
無
料
で
サ
ー
ビ
ス
 

し
て
下
さ
い
ま
し
た
次
の
業
者
の
 

方
々
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
 

い
ま
し
た
。
 

⑥
今
畑
電
器
有
 

⑥
木
下
電
気
商
会
 

⑥
木
月
電
器
 

⑥
村
上
電
器
 

⑥
乾
電
器
店
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まち 

の
 

一
 芸

 
文
 

俳

句

 の

趣

味

 
一
 

三
木
 
春
翁
 

昨
年
の
秋
、
老
妻
が
博
多
の
老
妻
の
 

兄
夫
婦
に
誘
わ
れ
て
東
京
へ
行
っ
た
。
 

兄
夫
婦
の
末
子
で
、
銀
行
に
勤
め
て
 

い
る
甥
の
家
に
十
日
ほ
ど
滞
在
し
て
見
 

物
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
時
、
妻
が
 

土
産
に
俳
句
の
短
冊
タ
、
晋
い
て
く
れ
と
 

い
う
の
で
、
旧
作
の
一
句
タ
よ
青
い
て
渡
 

し
た
。
 

●
紅
葉
見
の
客
を
も
て
な
す
山
長
者
 

銀
行
員
の
甥
は
、
俳
句
な
ど
解
る
は
 

ず
で
な
い
が
、
短
冊
の
俳
句
を
読
む
と
 

「
フ
ン
、
僕
が
山
長
者
と
い
う
訳
だ
な
。
 

こ
れ
は
面
白
い
」
と
い
っ
て
、
早
速
あ
 

リ
合
わ
せ
の
短
冊
掛
け
に
飾
っ
た
と
い
 

う
。
そ
し
て
、
老
妻
は
滞
京
中
、
大
い
 

に
歓
待
さ
れ
た
と
帰
宅
し
て
語
っ
た
。
 

右
の
句
は
、
私
が
裏
英
彦
山
に
一
人
 

で
吟
行
し
た
時
の
句
で
、
 

一
句
の
俳
句
 

が
お
互
い
の
心
に
通
じ
あ
い
、
 
一
層
の
 

親
し
み
と
愛
情
を
深
め
る
も
の
だ
と
私
 

は
ほ
ほ
笑
ま
し
く
思
っ
た
。
 

勿
論
、
私
は
紅
葉
見
の
近
い
頃
だ
っ
 

た
の
で
、
何
の
期
す
る
こ
と
も
な
く
右
 

の
一
句
を
書
い
た
の
で
あ
る
が
…
・
。
 

甥
は
、
そ
の
後
も
短
冊
を
テ
レ
ビ
の
 

上
に
飾
っ
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
今
 

年
の
三
月
下
旬
、
兄
夫
婦
か
ら
金
婚
式
 

の
招
待
を
受
け
た
。
ち
ょ
う
ど
私
等
（
 

再
婚
）
も
銀
婚
の
年
に
当
る
の
で
、
そ
 

の
旨
伝
え
た
。
で
は
、
 
一
緒
に
式
を
し
 

て
は
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
博
多
で
内
 

輪
だ
け
の
小
宴
を
催
し
た
。
 

私
は
兄
夫
婦
の
金
婚
式
に
ち
な
ん
で
 

金
紛
入
り
の
酒
に
添
え
、
短
冊
に
一
句
 

を
書
い
て
贈
っ
た
。
 

●
金
の
酒
銀
の
酒
酌
み
花
の
宴
 

内
輪
だ
け
の
金
婚
式
、
銀
婚
式
の
小
 

宴
も
、
こ
の
酒
と
一
句
で
大
い
に
盛
り
 

上
っ
た
と
お
世
辞
な
が
ら
一
同
に
喜
ば
 

れ
た
。
 

俳
句
の
趣
味
も
こ
う
し
た
こ
と
に
利
 

用
さ
れ
、
効
果
を
あ
げ
る
と
楽
し
い
も
 

の
で
あ
る
。
勿
論
、
趣
味
と
い
っ
て
も
 

何
の
道
で
も
同
様
、
 
一
人
前
に
な
る
に
 

は
相
当
の
時
間
と
努
力
が
必
要
で
は
あ
 

る
が
…
・
。
 

私
は
い
つ
ま
で
も
清
純
な
心
を
失
わ
 

ず
、
自
然
を
見
、
人
生
を
考
え
俳
句
を
 

作
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
 

あ
ゆ
み
句
会
例
会
 

●
紫
陽
花
の
藍
が
沈
む
と
い
ふ
色
に
 

し
げ
を
 

い
 
き
 

●
蟹
火
の
呼
吸
を
整
え
を
る
ご
と
く
 

雨
 
亭
 

●
外
来
の
患
者
少
な
し
田
植
ど
き
 

春
 
翁
 

●
水
音
の
静
ま
る
と
こ
ろ
蟹
と
ぶ
 

て
い
子
 

文
部
大
臣
賞
授
賞
さ
れ
る
 

ー
「
書
道
家
」
木
村
翠
畔
氏
ー
 

「
書
道
家
」
木
村
捨
義
（
翠
畔
）
氏
 

囲
市
場
八
の
ー
が
全
国
公
募
第
六
回
日
本
 

書
道
美
術
館
展
に
お
い
て
、
最
優
秀
で
 

あ
る
文
部
大
臣
賞
を
獲
得
さ
れ
、
去
る
 

六
月
三
十
日
に
入
選
さ
れ
た
八
名
の
弟
 

子
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
東
京
帝
国
ホ
テ
 

ル
で
文
部
大
臣
賞
を
授
賞
さ
れ
ま
し
た
。
 

当
日
は
、
五
百
名
に
も
の
ぽ
る
参
列
 

者
の
中
、
多
く
の
拍
手
と
カ
メ
ラ
マ
ン
 

の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を
浴
び
て
授
賞
さ
れ
、
 

翠
畔
氏
社
中
の
皆
さ
ん
は
自
分
の
こ
と
 

の
よ
う
に
喜
び
を
隠
せ
な
い
様
子
で
し
 

た。 
ま
た
、
七
月
八
日
に
は
赤
池
町
々
民
 

（
墓
示
帝
国
ホ
テ
ル
で
授
賞
を
受
け
」
 

「
る
翠
畔
氏
①
 

、 

会
館
に
お
い
て
、
田
中
官
房
長
官
を
は
 

じ
め
、
地
元
教
育
関
係
者
、
書
道
家
の
 

各
諸
先
生
方
を
招
い
て
、
翠
畔
氏
社
中
 

主
催
に
よ
る
成
大
な
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
 

が
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
翠
畔
氏
の
栄
誉
は
、
社
中
の
皆
 

さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
郷
土
赤
池
町
の
名
 

誉
で
も
あ
り
ま
す
。
 

7 月21日～ 

8 月20日 

夏の交通安全 

県民 運 動 

ステッカーを貼って 

「ゆっくり走ろう」運動を 

七
、
八
月
は
一
年
の
う
ち
で
最
も
交
 

通
事
故
の
多
い
月
で
す
。
な
か
で
も
目
 

立
つ
の
が
、
い
た
ま
し
い
子
供
の
犠
牲
 

者
で
す
。
 

夏
休
み
の
解
放
感
と
暑
さ
に
よ
る
心
 

身
の
疲
れ
か
ら
、
子
供
た
ち
の
注
意
力
 

も
鈍
り
が
ち
な
う
え
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
 

●
闇
夜
と
は
蟹
の
た
め
に
創
ら
る
、
 

は
る
の
女
 

●
明
滅
の
吾
が
呼
吸
と
あ
ふ
蟹
か
な
 

園
 
女
 

●
蟹
の
庭
内
を
飛
ぶ
暮
し
か
な
 駒

 
女
 

●
夜
べ
蟹
見
し
と
こ
ろ
ま
で
朝
散
歩
 

一 

歩
 

●
花
の
師
と
し
て
十
薬
を
活
け
こ
な
す
 

し
げ
を
 

●
静
詮
の
朝
の
明
け
ゆ
く
額
の
花
 

春
 
翁
 

●
花
菖
蒲
千
姫
と
い
ふ
き
ど
り
見
せ
 

て
い
子
 

●
蟹
火
を
消
し
て
列
車
の
過
ぎ
に
け
り
 

は
る
の
女
 

●
蟹
見
の
闇
に
も
馴
れ
て
き
し
歩
み
 

雨
 
亭
 

●
蟹
待
つ
檀
に
持
ち
来
ち
蚊
遣
香
 

園
 
女
 

●
蟹
に
誘
は
れ
て
川
下
り
け
り
 

駒
 
女
 

●
蟹
の
飛
ぶ
閑
け
さ
の
温
泉
泊
り
 

一 

歩
 

地
 
蔵
 
盆
 

（
老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
）
 

松
本
た
か
し
 

盆
が
く
る
と
、
幼
い
頃
の
思
い
出
と
 

し
て
、
八
月
二
十
四
日
の
地
蔵
祭
が
あ
 

る
。
衰
し
く
な
つ
か
し
い
。
 

私
は
、
そ
の
頃
街
に
住
ん
で
い
た
が
 

も
暑
さ
と
疲
労
で
居
眠
り
運
転
が
増
え
 

る
な
ど
、
子
供
へ
の
注
意
が
お
ろ
そ
か
 

に
な
リ
が
ち
で
す
。
 

【
運
動
の
重
点
】
 

ー
、
子
供
の
交
通
事
故
防
止
 

2
、
無
謀
運
転
（
特
に
青
少
年
の
暴
走
 

運
転
）
の
防
止
 

3
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
推
進
 

【
主
な
実
施
事
項
】
 

⑥
子
供
の
交
通
事
故
防
止
 

●
保
育
所
、
小
・
中
学
校
で
は
、
交
通
 

教
室
を
開
き
、
 

「
安
全
な
歩
き
方
」
 

「
正
し
い
自
転
車
の
乗
り
方
」
に
つ
 

い
て
指
導
す
る
。
 

●
家
庭
で
は
、
家
族
そ
ろ
っ
て
交
通
安
 

全
の
話
し
合
い
の
場
を
つ
く
リ
、
ま
 

ず
大
人
が
手
本
を
示
し
て
指
導
す
る
。
 

●
地
域
で
は
、
子
供
の
安
全
な
遊
び
場
 

の
確
保
と
交
通
安
全
指
導
に
努
め
る
。
 

●
運
転
者
は
、
 

「
思
い
や
り
運
転
」
を
 

心
が
け
、
 

一
時
停
止
、
徐
行
運
転
を
 

励
行
す
る
。
 

⑨
無
謀
運
転
（
特
に
青
少
年
の
暴
走
運
 

転
）
の
防
止
 

●
家
庭
、
学
校
、
職
場
、
青
少
年
団
体
 

等
で
、
暴
走
行
為
を
「
し
な
い
、
さ
 

せ
な
い
、
見
に
行
か
な
い
」
を
徹
底
 

さ
せ
る
。
 

●
暑
さ
か
ら
く
る
過
労
（
居
眠
り
）
運
 

転
を
防
止
す
る
た
め
、
無
理
の
な
い
 

運
行
計
画
を
た
て
る
な
ど
、
安
全
運
 

転
管
理
を
徹
底
す
る
。
 

●
夏
祭
り
、
お
盆
、
レ
ジ
ャ
ー
等
で
飲
 

酒
の
機
会
が
多
く
な
る
の
で
、
家
庭
、
 

職
場
、
酒
類
提
供
業
者
等
す
べ
て
の
 

表
通
り
か
ら
一
寸
路
地
に
、
鍵
の
手
に
 

入
っ
た
と
こ
ろ
に
地
蔵
尊
が
お
祭
り
し
 

む
‘
し
ろ
 

て
あ
っ
た
。
煉
瓦
敷
の
地
面
に
荒
簿
を
 

し
き
つ
め
、
供
物
棚
に
は
い
ろ
い
ろ
の
 

菓
子
や
果
物
が
供
え
ら
れ
、
家
々
の
軒
 

の
絵
行
灯
に
灯
が
入
り
、
香
華
が
た
だ
 

よ
い
、
浴
衣
着
に
団
扇
を
も
っ
た
子
供
 

ら
が
、
色
と
り
ど
リ
の
帯
を
し
め
て
集
 

ま
っ
て
く
る
。
 

子
供
が
す
わ
る
と
、
大
き
な
大
き
な
 

数
珠
の
輪
を
た
ぐ
り
広
げ
て
、
歌
に
合
 

わ
せ
て
回
す
。
そ
し
て
、
又
そ
の
頃
流
 

行
し
た
子
供
琵
琶
の
余
興
を
、
神
妙
に
 

聞
き
入
り
、
菓
子
を
食
べ
あ
っ
た
も
の
。
 

む
し
ろ
 

刻
が
た
て
ば
、
簿
の
上
に
列
に
な
っ
 

て
、
細
い
路
地
の
中
を
歌
っ
た
り
踊
り
 

ま
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
 

近
頃
は
ど
こ
も
こ
こ
も
交
通
が
は
げ
 

し
く
、
時
代
も
急
速
に
変
化
し
、
佳
き
 

古
い
伝
統
は
廃
た
れ
忘
れ
去
ら
れ
て
ゆ
 

く
の
は
、
今
日
の
子
供
た
ち
に
と
っ
て
 

も
、
そ
の
土
地
に
と
っ
て
も
、
何
人
と
 

も
味
気
な
い
こ
と
で
あ
る
。
 

子
供
た
ち
の
生
山
ー
行
事
の
い
ろ
い
ろ
 

の
遊
び
は
、
大
人
の
生
き
る
た
め
の
経
 

済
依
存
、
自
然
と
宗
教
と
信
仰
の
薄
ら
 

ぎ
が
、
古
来
の
尊
い
民
俗
的
な
伝
承
を
 

廃
れ
失
し
な
い
。
か
つ
子
供
を
し
て
、
 

益
々
今
日
的
な
ア
メ
リ
カ
ナ
イ
ズ
さ
れ
 

大
人
び
て
太
り
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
今
 

日
の
時
代
現
象
と
し
て
、
誠
に
考
え
れ
 

ば
か
な
し
い
こ
と
で
あ
る
。
 

●
地
蔵
会
線
香
燃
ゆ
る
草
の
中
 虚

 
子
 

●
牛
馬
よ
く
通
る
地
蔵
会
暮
れ
ぬ
う
ち
 

、

ー

‘

ノ

 

ノ 

人
が
、
 

「
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い
」
 

「
運
転
す
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
」
 

を
徹
底
す
る
。
 

⑥
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
推
進
 

●
同
乗
者
を
含
め
た
乗
車
時
の
シ
ー
ト
 

ベ
ル
ト
着
用
を
習
慣
づ
け
る
。
 

●
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
モ
デ
ル
職
場
な
 

ど
を
つ
く
り
、
（
ま
九
し
て
着
用
す
る
。
 ー
 

田
川
心
臓
を
守
る
会
 

入
会
の
お
知
ら
せ
 

現
在
、
本
人
又
は
家
族
の
方
に
心
臓
 

病
で
お
苦
し
み
の
方
が
い
ま
せ
ん
か
、
 

そ
う
い
う
人
達
の
た
め
に
昨
年
の
十
一
一
 

月
に
田
川
心
臓
を
守
る
会
が
発
足
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

そ
の
会
の
目
的
は
、
心
臓
疾
患
に
関
 

す
る
知
識
や
早
期
診
療
に
よ
る
斡
旋
指
 

導
や
、
又
、
心
臓
手
術
の
時
の
血
液
の
 

確
保
の
た
め
の
斡
旋
や
、
そ
の
他
心
臓
 

病
を
な
く
す
た
め
の
講
習
会
や
達
成
に
 

必
要
な
事
項
を
会
員
で
決
め
、
お
互
い
 

に
助
け
合
い
、
 

一
人
で
も
多
く
心
臓
病
 

か
ら
守
り
、
明
る
い
生
活
を
し
て
い
く
 

目
的
で
発
足
さ
れ
ま
し
た
。
発
足
し
た
 

事
や
講
習
会
の
お
知
ら
せ
は
、
二
、
三
 

の
新
聞
に
掲
載
さ
れ
、
現
在
、
百
人
位
 

入
会
し
て
お
り
ま
す
。
田
川
市
郡
に
居
 

住
す
る
人
は
、
誰
で
も
入
会
出
来
ま
す
 

の
で
連
絡
し
て
下
さ
い
。
 

田
川
心
臓
を
守
る
会
 

理
事
・
糸
田
地
区
担
当
 

円
垣
内
 
正
己
 

固
〇
九
四
七
四
ー
回
ー
〇
〇
〇
一
 

冬
一
郎
 

●
地
蔵
会
の
一
賑
は
ひ
も
宵
の
う
ち
 

夢
 
仙
 

今
 
日
 
の
 
一 
日
 

（
上
野
常
福
）
 

松
葉
力
ホ
ル
 

朝
露
ふ
ん
で
畦
道
い
そ
ぐ
 

み
ど
り
波
う
つ
田
の
も
を
な
が
め
 

手
を
さ
し
の
べ
て
足
ふ
み
入
る
 

朝
の
水
田
の
心
地
よ
さ
 

キ
ラ
ノ
、
、
と
真
夏
の
太
陽
背
に
う
け
て
 

行
つ
も
ど
り
つ
草
ひ
ろ
う
 

秋
の
稔
の
黄
金
の
波
を
 

胸
に
え
が
き
て
行
つ
も
ど
り
つ
 

黄
昏
が
れ
て
な
ら
い
お
ぽ
え
し
 

詩
吟
の
一
句
 

口
ず
さ
み
つ
、
家
路
を
い
そ
ぐ
 

空
を
仰
げ
ば
小
鳥
が
一
羽
 

親
を
求
む
る
ひ
な
鳥
か
 

我
子
た
ず
ね
る
母
鳥
か
 

ね
ぐ
ら
求
む
る
は
ぐ
れ
鳥
 

今
日
一
日
を
す
こ
や
か
に
 

家
族
ま
ち
い
る
ね
ぐ
ら
あ
り
 

我
幸
い
と
入
日
い
の
り
つ
 

夏
の
サ
ツ
キ
・
 

ツ
ツ
ジ
類
の
管
理
③
 

（
赤
池
下
町
）
 

中
村
 
市
郎
 

夏
の
サ
ツ
ギ
・
ツ
ツ
ジ
類
は
新
し
い
 

梢
が
伸
び
、
す
で
に
花
芽
を
分
化
し
て
 

い
ま
す
の
で
、
八
月
に
入
っ
て
か
ら
整
 

枝
し
ま
す
と
、
来
年
の
花
は
望
め
ま
せ
 

ん
。
特
別
伸
び
て
見
苦
し
い
枝
を
整
理
 

し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
来
春
の
開
花
 

ま
で
は
病
害
虫
の
防
除
と
施
肥
の
管
理
 

を
忘
れ
ず
に
。
 

お
盆
過
ぎ
か
ら
花
芽
を
食
害
す
る
い
 

ろ
い
ろ
な
害
虫
が
発
生
し
ま
す
か
ら
、
 

害
虫
の
防
除
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
 

う
。
又
、
花
芽
を
分
化
す
る
時
期
は
肥
 

料
は
ひ
か
え
、
秋
に
な
り
涼
し
く
な
っ
 

て
か
ら
追
肥
を
行
い
ま
す
。
 

花
を
眺
め
る
も
の
は
、
特
に
リ
ン
酸
 

と
加
里
肥
料
タ
品
ー
心
に
与
え
る
と
立
派
 

な
花
が
咲
き
ま
す
。
チ
ッ
ソ
肥
料
は
、
 

や
、
ひ
か
え
め
に
施
し
ま
す
。
こ
の
肥
 

料
が
効
き
す
ぎ
ま
す
と
枝
葉
は
良
く
繁
 

り
ま
す
が
、
花
芽
が
流
れ
る
こ
と
が
あ
 

り
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
 

又
、
春
開
花
前
に
施
肥
す
る
と
、
花
 

の
色
が
悪
く
な
っ
た
り
、
花
腐
れ
を
お
 

こ
し
ま
す
。
 

八
月
は
乾
燥
が
は
げ
し
い
の
で
濯
水
 

に
十
分
注
意
し
て
、
時
に
は
葉
水
も
忘
 

れ
な
い
よ
う
に
 


